
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年８月２２日 

アメリカ大陸
た い り く

横断
お う だ ん

皆既
か い き

日食
に っ し ょ く

！ 

２０１７年８月２１日 

（日本時間８月２２日）、太 

平洋上で始まった皆既日食は 

時間とともに東へ進み、アメ 

リカ大陸を横断して大西洋上 

で終わります。アメリカ合衆 

国の西海岸から東海岸に至る 

幅１００㎞、長さ４０００㎞ 

の帯状の範囲＝「皆既食帯」 

ほぼ全域が観測可能な地域と 

なります。残念ながら、日本 

では日食を見ることはできま 

せん。地球全体で考えると、 

前回皆既日食が起こったのは、２０１６年３月９日で、インドネシアや太平洋の一部などでした。そして、次回皆既

日食が起こるのは２０１９年７月３日で、南太平洋や南米大陸の一部で見ることができます。 

今回は、人が行きやすい場所ということもあり、世界中から日食ファンがこの地域に集まることでしょう。日本でも

いくつもの日食ツアーが発表されています。夏休み中ということもあり、日食観測ツアーに参加される方も多いのでは

ないでしょうか。日本で皆既日食を見ることができるのは、２０３５年９月２日で、関東北部から能登半島にかけての

地域で皆既食を、日本全国で部分日食を見ることができます。 

※上図の   は、皆既食帯を表していて、   は、皆既食帯の中心を表しています。皆既食帯の中では、太陽が完

全に月に隠される「皆既日食」を見ることができます。 

画像：アメリカ合衆国における皆既食帯 google map で作成

１７：２０ 
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■ 時刻は世界時を表しています。 

■ 表示時間に９時間くわえると日本時間となります。

日食とは、月が太陽の手前を 
横切るため、月によって太陽が 
隠される現象です。月が太陽の 
すべてを隠す現象を｢皆既日食｣ 
月が太陽の一部を隠す現象を 
｢部分日食｣と言います。


